
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）
（単位：円）

（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

地域活性化措置
高松地区センター・ジオスタ
ゆざわ（郷土学習資料展示施

設）改修事業
湯沢市

交付金事業の名称番号

1

交付金事業者名又は間接交
付金事業者名 備考交付金充当額

27,452,701

交付金事業に要
した経費

27,452,700

措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）
（単位：円）

番号 事業名

1 地域活性化措置

交付金事業の名称

高松地区センター・ジオスタゆざわ（郷土学習資料展示施設）改修事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 湯沢市

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　第２次湯沢市総合振興計画後期計画（令和４年度～令和８年度）
　　基本計画第４章　あたたかな心と豊かな文化で人が集うまち
　　　第５節　文化の保護・継承・活用
　　　　　　風土に育まれた歴史や文化を守り次の世代へつないでいくため、
　　　　　　行事への参加や伝統文化に触れる機会を増やすことにより理解と認識を深め、
　　　　　　地域への誇りと愛着を醸成します。

目標：既存展示施設入館者数　14,141人（R2）
　　　　　　　　　　　　　　17,000人（R8）

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

交付金事業実施場所 湯沢市高松字上地６－２

交付金事業の概要

高松地区センター・ジオスタゆざわ（郷土学習資料展示施設）改修事業
　高松地区に立地する高松地区センターは、地域づくりの拠点施設として、地域住民の主体的な活動の場、地域の課題を
共有し、解決方法を協議する場、地域住民の交流及び支え合いの場としての機能を有しています。
　本交付金を活用した事業として、令和５年度に高松地区センター内のトイレの洋式化や照明設備のLED化工事を行いまし
た。
　今後は、諸室に冷房設備が設置されていないため、夏季でも安全、快適に利用できる環境づくりが課題となっていま
す。そのため、利用者数が多い第２研修室及び集会室兼音楽室のほか、地域住民が打合せ等を行う事務室に冷房設備を設
置し、熱中症予防と高温期でも快適に利用できる環境を整備し、利用者数の増加を見込むものです。

＜改修スケジュール、改修内容＞
①高松地区センター：
　令和４年度　高松地区センター改修工事設計委託業務
　令和５年度　高松地区センター改修工事、高松地区センター改修工事監理委託業務
　　　　　　　（電灯及びトイレの改修により洋式化、電灯はＬＥＤ化を実施。）
　令和６年度　高松地区センター改修工事（空調設備改修工事）を予定。



人／年 7,170人以上／年

達成度 ％

評価年度の設定理由

施設改修工事が施設入込客数へもたらす影響は、改修工事終了後でないと判断することができないことから、
改修工事が完了した翌年度に評価を行います。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

目標値

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 施設改修工事の終了に３年間を要する予定であるため。

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

高松地区センターの来館者数
をコロナウイルス蔓延前と同
水準以上に増やします（R1年
度：7,170人、R2年度：3,523

人）。

施設来館者数
（人）

成果実績 人／年

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度 令和６年度

施設改修工事設計委託
進捗率（Ｒ４）

活動実績 ％ 100

活動見込 ％ 100

達成度 ％ 100

令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 1,595,000 27,452,700

交付金事業の総事業費等

達成度

交付金充当額 1,595,000 27,452,700

うち文部科学省分

施設改修工事（R６）

施設改修工事　及び
施設改修工事設計委託
施設改修工事監理委託

進捗率（Ｒ５）

活動実績 ％ 100

活動見込 ％ 100

％ 100

うち経済産業省分 1,595,000 27,452,700

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

施設改修工事
進捗率（Ｒ６）

活動実績 ％

活動見込 ％ 100

達成度 ％

交付金事業の活動指標及
び活動実績

施設改修工事監理委託（R5） 随意契約

施設改修工事設計委託（R4） 一般競争入札

施設改修工事(電気設備)(R5) 一般競争入札

施設改修工事設計委託（R5） 一般競争入札

施設改修工事(機械設備)(R5) 一般競争入札

1,595,000       

605,000         

11,825,000      

1,133,000       

契約の相手方

武田一級建築設計事務所

武田一級建築設計事務所

株式会社近江電設

武田一級建築設計事務所

株式会社佐藤総合設備 13,889,700      

契約金額



ふるさと未来創造部まちづくり協働課まちづくり班

総務部企画課地域活力振興班

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）
（単位：円）

（備考） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

交付金事業に要
した経費

175,000,000

交付金充当額

175,000,000

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

湯沢市

交付金事業の名称

電源立地地域対策交付金事業基金造成事業

措置名

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

備考番号



Ⅱ．事業評価個表（令和５年度） 　　 
（単位：円）

湯沢市

交付金事業実施場所 湯沢市内一円

事業期間の設定理由

交付金事業の概要 令和６年度以降に見込まれる各市道等の維持補修費用に充てるための基金を造成しました。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

令和８年度

年度ごとに負担費用が異なっており、老朽化等の状況により補修時期が前後する可能性があることから、維持
補修にかかる負担の平準化と、事前に財源を確保して計画的に事業を実施するため基金造成により事業を実施
するもの。

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置

交付金事業の名称

【主要政策・施策】
第２次湯沢市総合振興計画【後期基本計画】令和４年度～令和８年度
　基本計画　第５章　豊かな自然が輝く安全で暮らしやすいまち
　　第４節　都市基盤の整備
　　（２）まちの動脈となる交通体系の整備と利用促進
　　　　③道路の計画的整備により、交通障害の解消と、安全で円滑な移動を確保します。
　　（３）雪国の安心な暮らし対策の充実
　　　　①冬期交通や生活の安全を確保するため、除排雪体制の充実を図ります。
【目標（KPI)】（R8）
将来の移動に不安を感じている人の割合　30.0％以下
道路除排雪の満足度　　60.0％

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

事業開始年度

番号 事業名

令和５年度 事業終了（予定）年度

電源立地地域対策交付金事業基金造成事業



交付金事業の成果目標及
び成果実績

評価年度 令和９年度

①将来の移動に不安
を感じている人の割
合　30.0％以下　及

び
②道路除排雪の満足

度　　60.0％

湯沢市総合振興計画
【後期基本計画】に
おける市民満足度調

査による結果
達成度

175,000,000

令和５年度 年度 年度 備考

175,000,000

100

175,000,000

成果目標 成果指標

交付金事業の契約の概要

基金造成 積立 175,000,000

交付金事業の評価課室 総務部企画課地域活力振興班

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標

基金造成額

％

令和５年度

175,000,000

交付金事業の担当課室 総務部財政課財政班

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額（円）

うち経済産業省分

うち文部科学省分

交付金充当額 175,000,000

総事業費

交付金事業の総事業費等

達成度

活動実績 円

年度 年度単位

活動見込 円

評価年度の設定理由

湯沢市総合振興計画【後期基本計画】の評価年度と同一時期に評価を実施するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

無

評価に係る第三者機関等の活用の有無

％
①
②

成果実績 ％
①
②

目標値 ％
①30.0％以下　及び

②60.0％


